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中
期
目
標 

重点努力目標（評価項目） 

自
己
評
価 

総
合
評
価 

達成状況と成果 

関
係
者
評
価 

学校関係者の

意見・要望 

今後の改善方策 

次年度への課題 

（★学校関係者評価を受けて）  

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
に
よ
り
、
確
か
な
学
力
と
健
や

か
な
体
を
育
成
す
る 

学ぶ意欲

の向上 

子どもの「できる・わかる」 

を引き出すとともに、問題解 

決的な学習を実践する。 Ａ 

Ａ 

・身近な出来事から湧き
出た疑問をもとに授業展
開を考えるように努め
た。 
・意味調べやねらいをも
った正確な音読、「意味
が分かって読めること」
を大切にする授業への転
換が図られつつある。 
・問題解決的な学習の授
業研究のために植田スタ
ンダードを意識して授業
案づくりを行った。 
・放課や家庭でも運動に
取り組むことができるよ
う各種運動カードをつく
り取り組んだ。 
・子どもたちは体育の授
業だけでなく、放課に運
動場に出て遊ぶことによ
って多様な動きを経験し
た。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

・さまざまな考え

を発表することが

できる教室の空気

がこの上なくよ

い。 

・落ち着いた学習

の雰囲気で、教師

と子どもの心が通

い合っている。 

・１年間を通して

授業が本当に楽し

そう。 

・子どもたちがよ

く挙手をしてい

る。 

・１年間の道徳の

板書記録を教室に

掲示しているのが

すばらしい。 

・のびのびとし

て、楽しそうな子

どもの姿をみた。 

・内発的な学習意欲をか

きたてる問題解決的な学

習の授業改善に向けて、

全ての学習の基礎となる

国語科を中心にもう一段

深い学びを目ざす研究を

行う。 

・ベテラン教師の授業を

もとに若手教師が自らの

授業改善に生かす取り組

みを行う。 

★子どもたちの生涯学習

の基盤となる学力が向上

するような授業づくりを

めざす。 

子どもの

体力の向

上 

体育の授業や体育的行事を重 

視し、体育的な環境を整え、 

体力の向上に努める。 

Ｂ 

互
い
の
立
場
を
理
解
し
、
温
か
な
気
持

ち
で
関
わ
り
合
え
る
集
団
づ
く
り
に
取

り
組
む 

孤立する

児童のい

ない温か

な学級、

集団づく

り 

子ども同士が、お互いのよさ

を認め合う活動やグループ活

動等、人間関係づくりを目的

とした実践に計画的に取り組

む。 

Ａ 

Ａ 

・「いなほトーク」をは
じめ全教科で相手の顔を
見て話す、聞くことを指
導している。お互いの相
違を認め合い尊重する大
切さに気づかせること
で、温かい人間関係づく
りに努めている。 
・自主的に元気な挨拶が
できる子、地域で挨拶が
できる子がいる反面、個
人差があるのが今後の課
題である。 

Ａ 

・自分と違う答えにな
るのはどうしてだろう
と問題を解決しようと
一生懸命考えてくるこ
とがよく伝わってき
た。 
・授業中の教師と子ど
ものコミュニケーショ
ンがよくとられてお
り、子どもの話が弾ん
でいてのびのびと楽し
く過ごしていた。 
・個への支援に目を配
っていた。 
・整頓された教室環境
が子どもによい影響を
与えている。 
・挨拶ができていると
感じる。 

・全教育活動を通じて、共

感的理解のもと、より関わ

り合いを深める方法を学

ぶ。 

・「自尊感情」や「自己肯定

感」を育むための授業づく

りや行事を計画する。 

・挨拶ができるよう習慣化

させるとともに、挨拶のよ

さを実感させたい。 

★教師と児童の人間関係の

構築を重視し、今後も一人

一人の児童を大切にしてい

く。 

自らあい

さつがで

きる子の

育成 

児童が自分をとりまくさまざ

まな人々に、自分から挨拶が

できるようにする。 Ｂ 

家
庭
や
地
域
と
の
連
携
を
密
に
し
、
安
全
安
心

で
開
か
れ
た
学
校
運
営
を
推
進
す
る 

地域ぐる
みの教育
システム

の構築 

地域教育ボランティアや保護 

者、地域住民、地元企業等を 

活用した授業や体験活動を実 

践する。 Ａ 

Ａ 

・クラブ講師や生活科・
総合的な学習などで地域
教育ボランティアと関わ
る授業を展開し、環境教
育やキャリア教育他に生
かした。 
・地震、火災、津波の避
難訓練を実施した。 
・専門家を講師に招き、
不審者対応訓練や心肺蘇
生法についての現職研修
を実施した。 
・付添一斉下校や南稜校
区０の日の朝の交通立番
を実施した。 

Ａ 

・昔遊びの会で子ども
に「先生」と呼んでも
らい、その後も心の交
流ができて感激してい
る。例年より幅を広げ
て地域のかたを昔遊び
の会に誘ったところ、
子どもとふれ合うこと
ができよかったという
声を複数もらった。 

・家庭と学校にすべて
を任せるのではなくコ
ミュニティ・スクール
のような地域の力で子
どもに体験の場を提供
するのが地域の大人の
役目だと思う。 

・学校にいる場合の避難
の指導だけではなく、総
合的な学習と絡めて登下

校時の発災、地域での発
災の際の行動について検
討・指導を行う。 

★地域教育ボランティア
の高齢化に伴い新しい人
材や場所を発掘し、児童

の学びの幅を広げる。ま
た、地域のかたにも学校
の様子を知っていただく

よい機会とする。 

非常災害
時や学校

生活にお
ける判断
力・行動

力の育成 

「安全教育の手引き」を活用 

し、緊急時の対応や生活安全 

についての理解を深め、自ら 

のいのちを守ったり、けがを 

防止したりするための適切な 

判断力・行動力を養う。 

Ｂ 

教
育
公
務
員
と
し
て
の
意
識
を
高

め
、
組
織
人
と
し
て
学
校
を
支
え
る

教
師
集
団
を
目
ざ
す 

教員の授
業力向上 

「主体的、対話的で深い学 

び」の実現に向けて、全教員
が研究授業を行う。 

授業記録をきちんと取り、そ

れをもとに研究協議会を積み
重ねる。 

Ｂ 

Ｂ 

・児童に内発的動機づけ

を抱かせる授業展開が大
切だということを共通理
解することができた。 

・行事や教材研究につい
て、ベテラン教師が若手
の相談にのることができ

た。ミドルリーダーがベ
テランの姿を見習い若手
の相談にのる姿勢ができ

つつある。 

 

 

 

 

Ｂ 

 

・教員の行うこ
とは行っている
と思う。 
・授業参観をし
て指導法を工夫
していると感じ
た。 
・いつも教員の
努力に感謝して
いる。 
・外部からでは
わかりづらい。 

・国語科に絞り、児童相

互が関わり合うより深い
学びを目ざす授業を研究
する。 

★授業や学校生活の取り
組みをホームページや学
校だよりなどで発信し、

学習や業務改善への家庭
の協力や地域の理解をよ
り一層深める。 

教員の働
き方改革

にかかる
業務改善 

教員の行うべき仕事を精査し，

勤務時間を大幅に超えて，仕事
を行うことがないように，授業
後に教員が仕事を行うことがで

きる時間を確保する。 

Ｂ 

 【自己評価  Ａ：十分に達成されている Ｂ：概ね達成されている Ｃ：あまり達成されていない Ｄ：ほとんど達成されていない】 

【総合評価    自己評価をもとに 上記のＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ で評価】 

【関係者評価 Ａ：適切である Ｂ：概ね適切である Ｃ：あまり適切ではない Ｄ：適切とは言えない】 


